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10 月 31 日の自由研究発表において、「文学教材における

手 紙 を 書 く 学 習 活 動  － 国 語 科 教 科 用 図 書 の 傾 向 と 分 析

－」という題目で発表を行った。  

 
 平成  29 年告示『小学校学習指導要領』では「対話」が一

つのキィワードとなっており、国語科においても「対話的な

学び」の視点から授業改善を図ることが求められている。  

 国語科の「読むこと」における「テクストとの対話」を促

すための学習活動として、発表者は手紙を書く学習活動を

提案する。その研究の手始めとして、手紙を書く学習活動が

教育現場でどのように取り入れられているのかを調査する

必要があると考えた。本発表では、平成８年度以降に発行さ

れた小学校および中学校の国語科教科用図書の文学的文章

の単元において取り入れられている手紙を書く活動につい

て調査し、傾向と分析を行った。  

 
 オンラインで集まった全国の参加者に自身の研究の成果

を報告するとともに、多くの質問や意見を頂くことができ

た。  

 
 

 


